


環境省へ提言！

脱炭素先行地域プラット
フォームの改革を！

https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/platform/



理想状態

• 脱炭素取り組み地域の増加

• 2050年カーボンニュートラルに向け

た新たなソリューションの増加



なぜ「後行地域」になってしまったのか

• 過疎自治体で人出不足

• 予算がない

客観的な要因



現状 今のプラットフォームだと…

1.アナログなマッチングは負担多い

2.大企業だけでは限界がある

3.先行地域からの横展開が遅れてい
る



現状はデータベースに近い

https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/platform/

マッチングシステムは無い

大
企
業
ば
か
り



• マッチング(企業探し⇔自治体探し)の効率化

• 再エネ事業の主体を増やす

必要なこと



環境省に提言！

①AI活用によるシステム効率化

②ベンチャー参入により主体増やす



ベンチャー参入を促進するためには？

千葉エコ・エネルギー株式会社を取材！

• 現状どのような課題があるのか？

• 再エネ系ベンチャーの実態とは？

• ベンチャーそのものの課題か？

• 外部の課題なのか？？



社会的課題

• 再エネと教育機関とのつながりが少ない

• 再エネによる「利益」だけでなく「理念」の再認識の必要性

ベンチャー抱える課題

• パイプ構築の難しさ

• 再エネを促進するも支援量が少ない現状

• 再エネに精通した窓口が少ない

• 人材不足(→エネルギー事業を学ぶ大学・学部が少ない背景)

取材を通して分かったこと



つまり…

このままではベンチャー参入が難しい

再エネ事業の持続可能性問題生じる

そこで、更なる提案

再エネベンチャー企業の支援を推進

















いつでもすぐに
その場で条件に
合った企業が
見つかる！
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